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学校だより
発行 日高市立武蔵台中学校

学校教育目標 「明るく心豊かな生徒 自ら学び深く考える生徒
ねばり強くやりぬく生徒」

めざす学校像 「知・徳・体の調和のとれた人づくりを推進する学校」

生徒会を中心とした「協力と助け合い」の活動 校長 三橋 恒夫
厳しい寒さが続きますが、玄関横のロウバイがきれいに咲いています。
今年度もあと２ヶ月となりましたが、生徒会を中心とした活動も大きな成果をあげていま

す。特に、エコキャップキャンペーン（ペットボトルのキャップを約８００個で、１人分の
ワクチン）や募金活動には、多くの生徒が積極的に参加して取り組んでくれました。募金に
よって集まったお金は、東日本大震災の義援金や障害者の方に役立てられるなど、支援事業
に使われます。このような活動は、「全ての人が、心を通じ合い、助け合って、豊かな、幸
せな世の中にしていこうという意気込みの表れである。」と考えています。エコキャップキ
ャンペーンや募金活動では、保護者や地域の皆様にもご理解・ご支援をいただきありがとう
ございました。

さて、３年生は受験、２年生は修学旅行、１年生は職場体験学習に一生懸命に取り組んで
います。３年生は進路希望の実現を、２年・１年生はそれぞれの行事を通して心豊かな生徒
により成長することを願っています。また、生徒会を中心とする「３年生を送る会実行委員
会」が活動を始めています。力を発揮するためには健康であることが基本となります。本校
においても風邪やインフルエンザが流行してきています。うがいや手洗い、換気を励行して
いますが、ご家庭におかれましても予防と対応をよろしくお願いいたします。

学校周辺の樹木の間伐について
校舎の南側から西側山地の樹木の影響により、日照確保や野生動物による被害、害虫の発

生などの問題が年々深刻な状況になり、好ましい教育環境とは言えない状況にありました。
そこで、一部樹木の間伐を日高市教育委員会を通して、埼玉県事業として実施して頂くよ

うお願いをいたしました。多くの方のお骨折りと地主の皆様のご協力により、この度、間伐
の作業をしていただけることになりました。本当にありがとうございます。

近隣の皆様には、作業が始まりますと、騒音等でご迷惑をおかけすることもあると存じま
すが、ご理解とご協力をお願いいたします。

【生活目標】○ 服装を整えよう
【保健目標】○ 心の健康に努めよう
【安全目標】○ 事故の原因について学ぼう

日高市書き初め展覧会 特選(1年):佐俣ひなの ･･県展へ出品

金賞(3年):板谷和貴 金賞(2年):上村徹雄､佐藤あみ 金賞(1年)：高澤絵蘭

銀賞(3年):上田ゆき子､忍成南海､加藤千洋､地引菜生

銀賞(2年):芝勇太､瀬川ぽぷら､達城智遥､渡部詩織

銀賞(1年):板谷七海､小林実紗､中川梨花

銅賞(3年):穴澤鮎実､新井瑞剛､石田恵美 銅賞(2年):氏家健登､小林悟

銅賞(1年):阿部瑞季､北澤佑菜､比留間陽

埼玉県中学生思考力チャレンジ大会 優良賞(3年):穴澤鮎実､長沼優樹

【委員長会議】 【赤い羽根募金活動】

２月の主な行事予定

1日（水）委員会の日 補充学習 16日（木）２年生修学旅行事後指導
2日（木）１年生職場体験学習の事業所との事 （４時間授業）

前打合せ(午後) 17日（金）ＰＴＡ運営委員会
3日（金）新入生保護者会 20日（月）公立高校願書等提出(～21日）
7日（火）全校朝会 21日（火）１・２年学年朝会 諸活動停止
8日（水）学級の日 補充学習 22日（水）公立高校志願先変更期間①
10日（金）２年生修学旅行事前指導 (～23日） 補充学習

１年生職場体験学習事前指導 やまなみの会(学校関係者評価
12日（日）２年生修学旅行(～14日) 委員会兼学校評議員会議)
13日（月）１年生職場体験学習(～15日) 27日（月）公立高校志願先変更期間②
15日（水）２年生振替休業日 28日（火）期末テスト 下校指導
※ 13日(月)〜 15日(水)１・２年生給食なし 29日（水）期末テスト

１月２３日(月) 放射線測定結果[μSv/h]
０.１２(地上50㎝、校内５か所の平均値)

給食の放射能検査の結果･･日高市では、平成２３年１２月１４日(水)の調理後の給食を検査機
関へ依頼し、ゲルマニウム半導体検出器による放射能検査を実施しました。その結果、放射性
ヨウ素１３１、放射性セシウム１３４、放射性セシウム１３７いずれも不検出でした。

杉田駿平『責任』･･僕は、この修学旅行を楽しみにしています。実行委員また班長として公共

の場でのマナーを自ら守り、誰にでも注意できる実行委員になりたいと思います。僕

は、この修学旅行を通してクラスだけでなく、学年全員の絆を深めようと考えていま

す。この修学旅行が中学生活の最高の思い出となるように頑張ります。

高木緋捺『修学旅行への意気込み』･･私たちの学年は、とても明るく、元気で、協力すること

もできています。修学旅行では、もっと良い学年にできるチャンスだと思っています。

同じ学年の人と２泊することで、大きな勉強になると思います。修学旅行は、３年生

になる前の大きな行事なので、中学２年生らしく成功させるように頑張りたいです。

平山勇太『信頼』･･僕は、この修学旅行を中学校生活の中で一番良い思い出にしたいと思いま

す。そのために､信頼を大切にしていかなければなりません。なぜならば、修学旅行の

成功という一つの目的に向かって仲間を信頼して努力しないと前に進むことができな

いからです。この信頼をもとに、修学旅行をより良いものにしたいと心から思います｡

森本喬介『実行委員としての目標』･･「修学旅行を成功させる。」その成功とは、「トラブルな

どがなく、楽しく、思い出に残るもの」だと考えています。実行委員になってから、

自分でも何をしているんだろうと思う失敗をしてきました。それなので今までの失敗

を修学旅行では、成功に変えられるように頑張っていきたいです。

修 学 旅 行 実 行 員 の 抱 負

生徒会活動

エコキャップ

キャンペーン(1月)

１０,９８０個

(約13人分ﾜｸﾁﾝ)

赤い羽募金

１５,６２４円

放射線測定結果(国への緊急通報基準５.０)


